
基本施策１ 就学前の教育・保育の総合的・計画的な提供

■保育士等の確保による待機児童の解消    
 ○卒業後に県内において保育業務に従事しようとする学生を
  対象に返還免除付きの修学資金の貸し付けを実施
 ○保育士の技能・経験に応じて一定の金額を賃金に加算する
  処遇改善の実施
 ○業務負担軽減のため、「みなし保育士」となり得る子育て
  支援員の養成研修を実施

　　

秋田県あきた未来創造部 
次世代・女性活躍支援課

政策１ 子育てを社会全体で支える体制の充実  主な取組　　

◎計画の目標
「結婚・出産・子育てに関する県民の希望をかなえ  

 秋田の未来を拓く子どもの健やかな成長を可能と

 する社会」の構築を目指します

資料１

【主な目標指標】
 ◆保育所等の待機児童数
  65人（H30）→ ０人（R6）

■保育士等の専門性向上と就学前教育・保育の質向上
 ○質の高い教育・保育の提供を確保するため、幼稚園教諭、
  保育士及び保育教諭を対象とした合同研修を実施
 ○教育・保育アドバイザーを配置し、地域の実態に応じた研
  修や、各施設への訪問指導を実施し、保育者の資質向向上
  を支援

　　
基本施策２ 地域における子ども・子育て支援の充実

■地域子ども・子育て支援事業の支援と機能強化    
 ○市町村が主体となり取り組む地域子ども・子育て支援事業
  を国とともに財政面から支援（子ども・子育て支援交付金）
 

【主な目標指標】
 ◆放課後児童クラブの待機児童数
  63人（H30）→ ０人（R6）

 ◆里親等委託率
  12.2％（H30）→26.0％（R6）

■支援を要する子どもや家庭へのサポート
 ○関係機関と連携し、里親制度の普及啓発、里親に対する研
  修、児童と里親のマッチング等、一貫した取組となる里親
  養育包括支援事業を実施

第３期すこやかあきた夢っ子プランの取組について

基本施策３ 結婚・子育てのサポート体制の充実･強化

■結婚・子育てを社会全体で支える気運醸成    
 ○店舗や企業等との協働による子育て世帯を応援する「あき
  た子育てふれあいカード」、新婚夫婦や婚約カップルを応
  援する「あきた結婚応援パスポート」の取組促進
 ○秋田で子育てを楽しみながら活躍する夫婦・家族等の姿を
  YouTube等の媒体で発信

【主な目標指標】
 ◆あきた結婚支援センターへの
  成婚報告者数
  159人（H30）→245人（R6）

 ◆次世代育成支援対策推進法に基づ 
  く一般事業主行動計画策定企業数
  361社（H30）→600社（R6）■出会い・結婚支援の更なる強化

 ○あきた結婚支援センターの活用について、Google等の検索
  サイト等にWeb広告を掲載し、AIマッチングシステムの新
  規入会登録を促す情報を発信
 ○自宅にいながらスマホやパソコンひとつで気軽に参加できる
  オンライン婚活を実施

■仕事と子育てを両立できる環境づくりの推進
 ○あきた女性活躍・両立支援センターの企業訪問を通じ、
  若年女性に魅力ある職場環境づくりを推進
 ○アドバイザー派遣による一般事業主行動計画の策定を支援

 

一体的

に策定

第３期すこやかあきた夢っ子プラン
・子ども・子育て支援法第６２条に基づき都道府県が策定する子ども・子育て支援事業支援計画
・次世代育成支援対策推進法第９条に基づき都道府県が策定する行動計画
・秋田県子ども・子育て支援条例第８条に基づく子ども・子育て支援に関する基本計画
・国の母子保健計画策定指針に基づく母子保健計画

期 間：令和２～６年度

基本施策４ 安心して子育てできる経済的支援の充実

■幼児教育・保育に要する経費や医療費の負担軽減    
 ○幼稚園・保育所等の利用者に対し、保育料・副食費を助成
 ○中学生までの子どもに対し、医療費を助成
 

　　

【主な目標指標】
 ◆アンケート調査「子育て家庭へ 
  の経済的支援」での「十分であ
  る、概ね十分である、ふつう」
  を合算した割合

 未実施（H30）→ 65.0％（R6）
■安心して進学できる環境づくり
 ○高校生・大学生等に対し無利子奨学金を貸与
 ○３人以上の多子世帯の大学生等に対し、無利子奨学金を貸与

　　基本施策５ 母子保健対策の充実

■切れ目のない妊産婦・乳幼児への保健対策と不妊への支援    
 ○特定不妊治療やその一環の男性不妊治療を行う夫婦に対し
  治療費の一部を助成
 ○「不妊専門相談センター」を設置し、相談体制を充実
 

　　

【主な目標指標】
 ◆妊娠・出産包括支援事業
  実施市町村数
  ２（H30）→ 25（R6）

■子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり
 ○妊娠・出産包括支援事業の全市町村実施に向け、保健師等の
  専門職への研修等を実施
 ○乳幼児の父親やプレパパを対象に子育て等を学ぶ講座を開催

　　

政策２ 安心して子育てできる環境の整備  主な取組　　

基本施策６ 安全・安心に子ども育む環境づくり

■子どもの安全を確保するための取組の推進    
 ○通学路における歩道の整備を促進
 ○インターネット上の投稿を監視するネットパトロールを
  実施し、安全・安心な利用を促進

　　

【主な目標指標】
 ◆歩道整備率（通学路指定分）
 67.0％（H30）→68.2％（R6）

基本施策７ 子どもの自立と健やかな成長を促す教育環境の充実

■人権を尊重する教育と自尊感情、自己有用感の醸成    
 ○全教育活動を通じて、いじめを許さない学校づくりに取り
  組むとともに、児童会・生徒会による主体的ないじめ防止
  の取組を推進
 
 

　　

【主な目標指標】
 ◆国公私立小・中学校
  不登校児童生徒の出現率
  （100人あたり）

  1.41（H30）→ 1.30（R6）■きめ細かな教育の推進
 ○児童生徒のよりよい成長につながるよう、小・中学校が連
  携し、児童生徒の学習面・生活面の現状について情報交換
  を実施

　　


